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平成27年度　全国学力・学習状況調査について

平成 27年 4月に，中学校第 3学年の全生徒を対象とした標記の調査が，前年度に引き続き行われまし
た。調査問題は，これまでと同様，主として「知識」に関する問題を中心とした「問題A」と，主として「活
用」に関する問題を中心とした「問題B」で構成されています。
「問題A」では，36題中「数学的な技能」をみる問題が 17題，「数量や図形などについての知識・理解」
をみる問題が 19題で，後者の総問題数に占める比率が約 53％でした。これは前回の調査よりやや低く
なっていますが（前回は 58％），数学では難しいとされる知識・理解をみる問題の出題の仕方について
学ぶことができます。
領域ごとにみますと，「数と式」の領域では，比・割合の概念理解が前提となっている問題が随所に見

られました（11，２2，３3）。「図形」領域では，証明の意味を問う基本的な問題がありました（８）。
また，作図や操作からその意味を問う問題（４1，６2，７3）があり，これらは小学校との接続を踏
まえるとともに，日頃の授業・学習の質を問うものでした。「関数」領域では，関数の意味を問う問題が，
平成 25年度の正答率が 13.8％であったことを受けて，今回も出題されました。学習指導要領でも強調さ
れているこの問題の正答率が，今回の調査でどのように変化しているのかは気になるところです。なお，
グラフの読み取りは，日常の事象を数学的に考える題材として重要な内容です。この正答率にも注目し
ましょう。最後に，「資料の活用」領域では，問題数が少ないものの確率の意味を問う問題が強調されて
いました。　
一方，「問題B」では，これまでと同様に，問題作成の枠組みを「活用の文脈や状況」「活用される数

学科の内容（領域）」「数学的なプロセス」の 3つの視点から整理されています。
「活用の文脈や状況」では，数学が実生活や身の回りの事象で活用されたり，他教科などの学習で活用
されたり，算数・数学の世界で活用されたりすることを想定しています。この枠組みの基に作成されて
いる問題を生徒に提示することによって，数学が役に立つということを深く実感させることができるで
しょう。また，「数学的なプロセス」では，数学化すること，情報を活用すること，数学的に解釈・表現
すること，問題解決のための構想を立て実践すること，結果を評価し改善すること，他の事象との関係
を捉えること，複数の事象を統合すること，事象を多面的に見ることといった内容が示され，これらは，
数学を学ぶ意義や必要性を生徒に話す内容として参考になるでしょう。具体的には，プロジェクターの
問題1，ポップアップカードの問題３，落とし物調査の問題５などが，どの枠組みに入っている問題か
を分析した上で，生徒に考えさせる機会を作り，「数学的活動の充実」を一層進められるようにしたいも
のです。
本冊子は，学力調査の各問題と啓林館教科書の記述内容・方法との関連についてまとめています。こ

れをもとに，学力調査問題の出題趣旨と問題との関係や，学習指導要領の目標や内容に沿った適切な評
価方法について読み取っていただくだけでなく，教科書に沿った授業展開をすることで，今求められて
いる学力が高められることを実感していただき，教員相互で授業展開の仕方を振り返ったり，各学校で
抱える課題を克服したりするためのきっかけとしてもご活用いただけると幸いです。

啓林館教科書編集委員会
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問題A　主として「知識」に関する問題

1　比の意味・正の数と負の数とその計算
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1 12：9と等しい比を選ぶ 比の意味を理解している 数量関係
（小学校 6年） 知・理 選択

◎教科書との関連
1 1 年 p.223　数学広場「算数から数学へ」で，
比の意味と求め方を示しています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1

2 12-2*(-6)を計算する
加減乗除を含む正の数と負の数の計算
において，計算のきまりにしたがって
計算できる

数と式 技能 短答

3
aが正の数のとき，a*(-2)の計算の
結果について，正しい記述を選ぶ

正の数と負の数の乗法について理解し
ている 数と式 知・理 選択

4
ある日の最低気温を基準にして，その
前日の最低気温との差から，前日の最
低気温を求める

正の数と負の数の意味を，実生活の場
面に結び付けて理解している 数と式 知・理 短答

▼ 1 年 p.223
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◎教科書との関連
2 1年 p.41　正の数・負の数「四則をふくむ式の計算」で，その計算の順序と仕方を示しています。
3 1年 p.32-33　正の数・負の数「負の数をかけること」で，正の数*負の数，負の数*負の数の符号と絶対値
の関係を示しています。

4 1年 p.30　正の数・負の数　数学展望台「琵琶湖の水位」で，実生活に関わる琵琶湖の水位の差を求める話題を
示しています。

    具体的な場面で正の数・負の数を用いて表現し，考察する場面を設定することが大切です。

▼ 1 年 p.41

▼ 1 年 p.32⊖33

▼ 1 年 p.30
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２　文字式の計算とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

２

1 5x-xを計算する 一次式の減法の計算ができる 数と式 技能 短答

2
赤いテープの長さが a cmで，白い
テープの長さの 3／5倍のとき，白い
テープの長さを aを用いた式で表す

数量の関係を文字式に表すことができ
る 数と式 技能 短答

3 等式 2x-y=5をyについて解く 等式を目的に応じて変形することがで
きる 数と式 技能 短答

4

連続する 3つの整数のうち最も小さい
整数を nとするとき，それらの和が中
央の整数の 3倍になることを，nを用
いた式で表す

文字を用いた式で数量の関係を説明す
るための構想を理解している 数と式 知・理 短答

◎教科書との関連
1  1年 p.61-62　文字の式「式を簡単にすること」で，文字の部分が同じ項のまとめ方を示しています。
 また，p.71「2章の基本のたしかめ」大問❺で，確認問題を示し，定着を図っています。
2 1年 p.54-55　文字の式「文字式と数量」で，文字を使って数量を表す仕方を示しています。
3  2年 p.26　式の計算「等式の変形」で，等式を~について解くという意味とその変形の仕方を示しています。また，

p.27「1章の基本のたしかめ」大問❼，p.29「1章の章末問題」大問7で，確認問題を示し，定着を図っています。
4  2年 p.23-25　式の計算「文字式の利用」で，整数の性質について文字式を使って説明する仕方を示しています。
 また，p.27「1章の基本のたしかめ」大問❻，p.29「1章の章末問題」大問8で，確認問題を示し，定着を図っています。

▼ 1 年 p.61 ▼ 2 年 p.26

▼ 1 年 p.55

▼ 2 年 p.24
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３　方程式の解き方とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

３
1

一元一次方程式 7x=5x+4を解く際
に用いられている等式の性質を選ぶ

方程式を解く場面における等式の性質
の用い方について理解している 数と式 知・理 選択

2
一元一次方程式
1.2x-6=0.5x+1を解く

小数を含む一元一次方程式を解くこと
ができる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.77-79　方程式「等式の性質」で，等式の性質を使って方程式を解く解き方を示し，p.81で，文字の項
を左辺に移項して解く解き方を示しています。　

 また，p.93「3章の基本のたしかめ」大問❷で確認問題を示し，定着を図っています。
2 1年 p.83　方程式「みんなで話しあってみよう」で，小数を含む方程式の解き方を考えた後，p.84「練習問題」，p.94
「3章の章末問題」大問3で確認問題を示し，定着を図っています。

▼ 1 年 p.77

▼ 1 年 p.83

▼ 1 年 p.78

▼ 1 年 p.81

▼ 1 年 p.93
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

３
3

連立二元一次方程式をつくるために着
目する数量を表した式を選ぶ

具体的な事象における数量の関係を捉
え，連立二元一次方程式をつくること
ができる

数と式 技能 選択

4

連立二元一次方程式

  4x+2y=5
x+y=2 を解く

簡単な連立二元一次方程式を解くこと
ができる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
3 2年 p.42-46　連立方程式「連立程式の利用」で，さまざまな事象における数量の関係を捉え，連立二元一次
方程式をつくる方法を示しています。

  また，p.47「2章の基本のたしかめ」大問❻，p.48-49「2章の章末問題」大問5-9で，確認問題を示し，定着を図っ
ています。

4 2年 p.34-40　連立方程式「連立方程式の解き方」で，連立二元一次方程式を解くことについて学習しています。

◎誤答の例と指導のポイント
3  イ …  男女それぞれの昨年度と今年度の入学者数の増減を表している式を，今年度の入学者数の合計と捉えてい

ます。
    方程式の右辺の数が何を表しているかを的確に捉えられるように指導していくことが大切です。

▼ 2 年 p.45 ▼ 2 年 p.36

▼ 2 年 p.47

▼ 2 年 p.48
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４　垂線の作図・平行移動
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

４
1

垂線の作図で利用されている図形の性
質を選ぶ

垂線の作図が図形の対称性を基に行わ
れていることを理解している 図形 知・理 選択

2
£ABCを，矢印の方向に 4 cm平行移
動した図形をかく 平行移動した図形をかくことができる 図形 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.139　平面図形「垂直二等分線」で，「ふりかえり」として線対称な図形の性質を取り上げています。
 また，1年 p.141-142「垂線」で，垂線の作図の仕方を示しています。
2 1年 p.133　平面図形「平行移動」で，平行移動の意味と性質，作図の仕方を示しています。

▼ 1 年 p.139 ▼ 1 年 p.141

▼ 1 年 p.133
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５　空間図形
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

５

1
直方体において，与えられた辺に垂直
な面を書く

空間における直線と平面の垂直につい
て理解している 図形 知・理 短答

2
直角三角形の斜辺を軸として回転させ
てできる立体を選ぶ

直角三角形の斜辺を軸とする回転によ
って構成される空間図形の形を理解し
ている

図形 知・理 選択

3
与えられた投影図から立体を読み取り，
その立体を選ぶ

与えられた投影図から空間図形を読み
取ることができる 図形 技能 選択

4
与えられた式で体積が求められる立体
を全て選ぶ

与えられた式を用いて体積を求めるこ
とができる立体を理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1 1年 p.164　空間図形「直線と平面の位置関係」で，直線と平面の位置関係を分類して示しています。
2  1年 p.167-168　空間図形「面を回転させてできる立体」で，三角形を，直線 Òを回転の軸として 1回転させ
てできる回転体の見取図をかく問題を扱っています。

3 1年 p.170-171　空間図形「立体の投影図」で，三角柱の投影図を示し，見取図をかく問題を扱っています。
4  1年 p.178-179　空間図形「角錐，円錐の体積」で，角錐，円錐の体積の公式を示し，体積を求める問題を扱っ
ています。

◎誤答の例と指導のポイント
3  ウ … 立体の側面も平面図から三角形と捉えています。
    立体について視点を決めて観察し，投影図に表したり，投影図から空間図形を読み取ったりする活動を取
り入れることが大切です。

▼ 1 年 p.168

▼ 1 年 p.178

▼ 1 年 p.164

▼ 1 年 p.170



- 9 -

６　平面図形の基本的な性質
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

６
1

同位角の位置にある角について正しい
記述を選ぶ 同位角の意味を理解している 図形 知・理 選択

2
四角形を五角形に変えたときの，内角
の和の変化について正しい記述を選ぶ

多角形の内角の和の性質を理解してい
る 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1 2年 p.85　図形の調べ方「平行線と同位角・錯角」で，同位角の意味について示しています。
2 2年 p.90-91　図形の調べ方「多角形の内角の和」で，多角形の内角の和の性質について示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
2 ア … 新たに増えた¡Pの大きさの分だけ多角形の内角の和は大きくなると捉えています。
    四角形，五角形，…をいくつかの三角形に分けて内角の和を調べて表にまとめ，多角形の頂点や辺の数が

1つ増えると内角の和が 180º増えることを見出す活動を取り入れたり，多角形と三角形を用意し，両者をつけた
り離したりして，内角の和が三角形の分だけ増えたり減ったりすることを捉える場面を設定することが大切です。

▼ 2 年 p.90▼ 2 年 p.85
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７　図形の性質を記号から読み取ること・証明の根拠
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

７

1
ひし形ABCDにおいて，AC™BDが
表す性質を選ぶ

ひし形の「対角線は垂直に交わる」と
いう性質を，記号を用いた表現から読
み取ることができる

図形 技能 選択

2
証明で用いられている三角形の合同条
件を書く

証明の根拠として用いられている三角
形の合同条件を理解している 図形 知・理 短答

3
与えられた方法で作図された四角形が，
いつでも平行四辺形になることの根拠
となる事柄を選ぶ

作図の根拠として用いられている平行
四辺形になるための条件を理解してい
る

図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1 1年 p.130　平面図形「垂直と平行」で，垂直の記号を学習し，ひし形において，垂直な線分を示す問題を扱っ
ています。

  また，垂直の記号は 2年 5章全般でも扱い，2年 p.112　図形の性質と証明「二等辺三角形」問 3で，二等辺三
角形の垂直な線分（AM™BC）を読み取って証明する問題を扱っています。

2 2年 p.98-104　図形の調べ方「証明」で証明の仕方を示しています。また，2年 p.101問 3で，証明の根拠と
なる事柄を答える問題を扱っています。

3 2年 p.124-127　図形の性質と証明「平行四辺形になる条件」で，さまざまな条件から平行四辺形になること
を導き，平行四辺形になる条件をまとめています。

▼ 2 年 p.101

▼ 2 年 p.112

▼ 1 年 p.130

▼ 2 年 p.125

▼ 2 年 p.126
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８　証明の必要性と意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

８ 対頂角は等しいことの証明について正
しい記述を選ぶ 証明の必要性と意味を理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
　  2年 p.84　図形の調べ方「角と平行線」で，対頂角の用語とその性質について示しています。
 また，p.98-101「証明とそのしくみ」で，証明の必要性と意味，しくみや進め方について示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
イ … 2つの直線の交わる角度をいろいろに変えてたくさんの例を調べれば証明したことになると考えています。
    証明の必要性と意味について理解を深められるように，対頂角をいくら調べても，すべてを調べ尽くすこ
とはできないことから，演繹的な推論による証明が必要であることを理解する場面を設定していくことが大切で
す。

▼ 2 年 p.99▼ 2 年 p.84
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⓽　関数の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

⓽ yがxの関数でない事象を選ぶ 関数の意味を理解している 関数 知・理 選択

◎教科書との関連
　 1年 p.98-100　変化と対応「関数」で，関数の定義を示しています。
 また，p.99問 1，p.122「4章の基本のたしかめ」大問❶で，yがxの関数であるものを選ぶ確認問題を扱ってい
ます。

▼ 1 年 p.98 ▼ 1 年 p.99

▼ 1 年 p.122
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⓾　反比例のグラフ・比例のグラフ上の点・変域
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

⓾

1 反比例のグラフを選ぶ
反比例のグラフがx軸，y軸に限りな
く近づく 2つのなめらかな曲線である
ことを理解している

関数 知・理 選択

2
比例y=2xのグラフ上の点Aのx座
標が 3のときのy座標を求める

与えられた比例の式について，そのグ
ラフ上の点のx座標を基にy座標を
求めることができる

関数 技能 短答

3
比例のグラフから，xの変域に対応す
るyの変域を求める

与えられた比例のグラフから，xの変
域に対応するyの変域を求めること
ができる

関数 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.116-118　変化と対応「反比例のグラフ」で，反比例のグラフの特徴とかき方を示しています。
2 1年 p.108-111　変化と対応「比例のグラフ」で，比例の関係を表すグラフについて示しています。
 また，p.123「4章の章末問題」大問4で，グラフ上にある点の座標を求める確認問題を扱っています。
3 1年 p.104　変化と対応「比例の式」で，変域に制限のある関数の表し方について示しています。
 また，p.111で，関数関係を変域を用いて式に表し，そのグラフを示した上で，変域のある関数の関係式とグラ
フをかく問題を扱っています。

▼ 1 年 p.110

▼ 1 年 p.117

▼ 1 年 p.111

▼ 1 年 p.123
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�　一次関数の表と式
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

� 一次関数の表から，xとyの関係を表
した式を選ぶ

一次関数の表から，xとyの関係を式
で表すことができる 関数 技能 選択

◎教科書との関連
  2年 p.66　一次関数「1節　一次関数とグラフ」
の最後「自分の考えをまとめよう」で，表，式，
グラフの相互関係をまとめる活動を設定していま
す。

◎誤答の例と指導のポイント
ア … xの増加量が 1のときのyの増加量が 3になることのみに着目したと考えられます。
    一次関数y=ax+bの表から，xが 1増加したときのyの増加量を読み取ればそれが aになること，xの
値が 0のときのyの値を求めればそれが bになることを見出す活動をするなど，表から式を求める方法を考慮す
る場面を設定することが大切です。

  また，表から 2組のx，yの値を選び，y=ax+bに代入して a，bの値を求めてもよいこと，その際，xまたは
 yの値を 0とすると，a，bの値が求めやすくなることにも触れておきましょう。

 さらに，表と式だけでなく，表，式，グラフを相互に関連付けて理解できるようにすることが大切です。

▼ 2 年 p.66



-15-

�　グラフの読み取り
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

�
1

時間と道のりの関係を表すグラフから，
速さが最も速い区間を選ぶ

時間と道のりの関係を表すグラフにつ
いて，グラフの傾きが速さを表すこと
を理解している

関数 知・理 選択

2
時間と道のりの関係を表すグラフを基
に，出発してから 15分後にいる地点
までの家からの道のりを求める

時間と道のりの関係を表すグラフから，
与えられた時間における道のりを読み
取ることができる

関数 技能 短答

◎教科書との関連
　　1　2 2年 p.76-77　一次関数
「一次関数の利用」で，時間と
道のりの関係を表すグラフか
ら必要な情報を読み取り，答
えを導く活動をしています。

�　二元一次方程式のグラフ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

� 二元一次方程式x+y=3の解を座標と
する点の集合として正しいものを選ぶ

二元一次方程式の解を座標とする点の
集合は，直線として表されることを理
解している

関数 知・理 選択

◎教科書との関連
   2年 p.67-69　一次関数「2節　一次関数と方
程式」で，二元一次方程式の解とグラフの関係に
ついて示しています。

▼ 2 年 p.76⊖77

▼ 2 年 p.68
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�　中央値の求め方・度数分布表
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

�
1 反復横とびの記録の中央値を求める 与えられた資料から中央値を求めるこ

とができる 資料の活用 技能 短答

2
度数分布表について，ある階級の度数
を求める

与えられた資料の度数分布表について，
ある階級の度数を求めることができる 資料の活用 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.196　資料の活用「中央値」で，中央値の意味とその求め方を示しています。
2 1年 p.189　資料の活用「度数分布表」で，資料を度数分布表に整理する仕方，度数分布表に整理することの大
切さを示しています。

▼ 1 年 p.196 ▼ 1 年 p.189
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�　場合の数の求め方と確率の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

�
1

セットメニューの選び方の総数を求め
る

起こり得る場合を順序よく整理し，場
合の数を求めることができる

数量関係
（小学校 6年）
資料の活用

技能 短答

2
さいころを投げるときの確率について
正しい記述を選ぶ

多数回の試行の結果から得られる確率
の意味を理解している 資料の活用 知・理 選択

◎教科書との関連
1 2年 p.143　確率「確率の求め方」で，樹形図をかいて場合の数を求める仕方を示しています。
2 2年 p.138-140　確率「確率の意味」で，2枚の硬貨を投げた回数と（表・裏）が出た相対度数の関係を表すグラ
フや出生女児数の出生児総数に対する割合などから，確率の意味について示しています。

　また，p.149「6章の基本のたしかめ」大問❷で，確率の意味について問う問題を扱っています。
    ある試行を多数回繰り返したときに，試行回数全体に対するある事象が起こる回数の割合が一定の値に近
づいていくことを，観察や実験などを通して捉える活動を取り入れることが大切です。また，表やグラフに表さ
れた実験結果を読み取る活動をすることも効果的です。

▼ 2 年 p.143

▼ 2 年 p.149

▼ 2 年 p.138
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問題B　主として「活用」に関する問題

1　事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1

1
投映距離と投映画面の高さの関係を式
で表す

与えられた情報から必要な情報を選択
し，的確に処理することができる 関数 技能 短答

2
投映画面がスクリーンに収まり，でき
るだけ大きく映し出すことができる投
映距離を選ぶ

必要な情報を選択して的確に処理し，
その結果を事象に即して解釈すること
ができる

関数 考え方 選択

3
映像の明るさを 2倍にするための投映
画面の面積の変え方を選び，その理由
を説明する

事象を式の意味に即して解釈し，その
結果を数学的な表現を用いて説明する
ことができる

関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 1年 p.119-121　変化と対応「比例，反比例の利用」で，比例や反比例の関係を利用して身のまわりの問
題を解決する課題を扱っています。

 また，p.125　数学展望台「ランドルト環」で，視力検査で使うランドルト環までの距離と視力が比例の関係にあ
り，ランドルト環の大きさと視力には反比例の関係があることを紹介し，身近な問題に興味がもてるようにして
います。

◎誤答の例と指導のポイント
1 y=0.3x … 表において，投映画面の高さが 0.3ずつ増加していることから，比例定数も 0.3であると考えています。
    「投映画面の高さは投映距離に比例する」ことを明確にすることや，目的に応じて必要な情報を適切に選
択し，事象に即して数学を活用できるようにするために，実生活の場面での問題を解決する活動を取り入れるこ
とが大切です。

 また，日常的な事象を数学的な解釈に基づいて観察したり，問題解決のために図を利用したり，言葉で説明した
りする活動も取り入れていきましょう。

▼ 1 年 p.119 ▼ 1 年 p.125
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２　構想を立てて説明し，発展的に考えること（連続する整数の和）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

２
1

連続する 3つの整数が 19，20，21の
とき，それらの和が中央の整数の 3倍
になるかどうかを確かめる式を書く

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができる 数と式 考え方 短答

2
連続する 3つの整数の和が中央の整数
の 3倍になることの説明を完成する

事柄が成り立つ理由を，構想を立てて
説明することができる 数と式 考え方 記述

3
連続する 5つの整数の和について成り
立つ事柄を表現する

発展的に考え，予想した事柄を説明す
ることができる 数と式 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 2年 p.23-25　式の計算「文字式の利用」で，文字を使って整数の性質を明らかにする内容を取り上げて
います。特に，p.24「自分の考えをまとめよう」で，条件を変えると新たにどんなことがいえるのかを考える場
面を設けることで，数学的な見方・考え方を身につけられるようにしています。

 また，p.29「1章の章末問題」大問8で，与えられた問題だけでなく，条件を変えた場合を予想し，その予想が
成り立つことを説明する問題を設け，さらに，p.160  ひろがる数学「連続する 10個の自然数の和」でも整数の
性質についての問題を扱っています。

    事柄やその説明を基に発展的に考え，見出した事柄を数学的に表現できるようにするために，問題の条件
を変えるなどして，見出した事柄の前提に当たる部分と，それによって説明される結論を明確にして表現する場
面を設けるようにしましょう。

▼ 2 年 p.24 ▼ 2 年 p.160
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３　事象の図形的な考察と問題解決の方法（ポップアップカード）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

３
1

ポップアップカードを 90ºに開いたと
き，四角形EFGHが正方形になる場
合のEFの長さを求める

平面図形と空間図形を関連付けて事象
を考察し，その特徴を的確に捉えるこ
とができる

図形 考え方 短答

2

四角形EFGHがいつでも平行四辺形
になるように点Fの位置を決める方
法を，平行四辺形になるための条件を
用いて説明する

図形に着目して考察した結果を基に，
問題解決の方法を図形の性質を用いて
説明することができる

図形 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 2年 p.108-109　図形の性質と証明「名札立てをつくろう」で，名札立てをつくる活動を通して，三角形の
証明に興味・関心がもてるように導入しています。また，p.116「自分のことばで伝えよう」で，つくった名札
立ての底面にできた三角形が正三角形になることを説明する場面を設け，さらに，数学展望台「折り紙の正三角形」
で，折った三角形が正三角形になる理由を考える活動も取り入れています。

    日常的な事象を図形に着目して観察し，その特徴を的確に捉えられるようにするため，操作や実験を通し
て図形やその構成要素同士の関係を見出し，図形の性質や特徴を捉える活動を取り入れていくことが大切です。

▼ 2 年 p.108⊖109 ▼ 2 年 p.116
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４　証明を振り返り，発展的に考えること（正方形から平行四辺形）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

４
1

証明で用いた三角形の合同を根拠とし
て，証明したこと以外に新たにわかる
ことを選ぶ

証明を振り返り，新たな性質を見いだ
すことができる 図形 考え方 選択

2
正方形ABCDを平行四辺形ABCDに
変えても，AE=CFとなることの証
明を完成する

発展的に考え，条件を変えた場合につ
いて証明することができる 図形 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 2年 p.112　図形の性質と証明「どんなことがわかるかな」で，これまでに証明した事柄以外にわかる性質に
ついて問う課題を扱っています。

 また，p.134「5章の章末問題」大問9は，大問8の条件を変える問題であり，さらに，p.170-171　ひろがる数学「問
題をつくり変える」では，問題の条件をいろいろ変えて証明をしていくことを，楽しみながら取り組むことがで
きます。

▼ 2 年 p.112 ▼ 2 年 p.134

▼ 2 年 p.170⊖171
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５　情報の適切な選択と判断（落とし物調査）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

５

1
1回目の調査で，落とし物の合計のう
ち，文房具の占める割合を求める式を
答える

与えられた情報から必要な情報を選択
し，的確に処理することができる

数量関係
（小学校 5年）
資料の活用

技能
（小学校） 短答

2

2回目の調査の方が落とし物の状況が
よくなったとは言い切れないと主張す
ることもできる理由を，グラフを基に
説明する

資料の傾向を的確に捉え，判断の理由
を数学的な表現を用いて説明すること
ができる

資料の活用 考え方 記述

3

記名のある落とし物を 1個 1点，ない
落とし物を 1個 2点として集計すると
き，表彰する学級の決め方として正し
い記述を選ぶ

振り返って立てられた構想に沿って，
事象を数学的に表現し，その意味を解
釈することができる

数と式 考え方 選択

◎教科書との関連
1-3 1年 p.191　資料の活用「みんなで話しあってみよう」で，資料から見出せることを話し合い，p.193「自分
の考えをまとめよう」で，これまでに調べたことやわかったことをまとめる流れにしています。

 さらに，p.202-204「調べたことをまとめ，発表しよう」で，知りたいことや疑問に思っていることなど，調べ
たいことを決め，実際に資料を探し，整理し，考察し，さらに深めていくという課題を設けています。

▼ 1 年 p.191 ▼ 1 年 p.193

▼ 1 年 p.202⊖204
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６　関数の視点からの図形の考察（円錐の大きさ）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨（概要） 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

６
1

中心角の大きさxと半径の長さyの
間にある関係について，正しい記述を
選ぶ

与えられた式を基に，事象における 2
つの数量の関係が比例であることを判
断できる

関数 考え方 選択

2

底面になる円の半径の長さが 8 cmの
とき，表や式から，側面になるおうぎ
形の中心角の大きさを求める方法を説
明する

与えられた表や式を用いて，問題を解
決する方法を数学的に説明することが
できる

関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 1年 p.124　変化と対応「4章の章末問題」大問7
で，長方形の紙を折る回数と折り目の数の関係を表に
かいて調べ，その表から関数関係を読み取る問題を
扱っています。

◎誤答の例と指導のポイント
2  (アを選択) yが 8のときのxの値を求める … 表の「用い方」として変化の割合について記述する必要があるこ
との理解が不十分であると考えられます。

    様々な問題を数学を活用して解決できるようにするため，問題解決の方法に焦点を当てて，何をどのよう
に用いればよいかを明らかにできるよう，表，式，グラフなどの「用いるもの」とその「用い方」について説明
する場面を設定することが大切です。

▼ 1 年 p.124
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◆ MEMO ◆
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